
釧路森林資源活用円卓会議（第 1回全体会）について 
 
１．開催日時 2022年(令和 4年)7月 4日（月） 13:30~15:25 
２．開催場所 釧路工業技術センター２Ｆ 
３．参加人数 構成員 18名 オブザーバ 4名 事務局 9名 
４．会議の概要 
・事務局である釧路市より、2021 年度(令和 3 年度)の取組内容、
第４期の課題解決に向けたロードマップ、2022年(令和 4年度)に
取組予定の事業について報告を行った。 

 
【主な 2021年度(令和 3年度)の実績報告（事務局）】 
・川上部会研修「ドローン活用とコンテナ苗植栽の実践」を開催（資料１） 
・林業・木材産業担い手確保に向けた就職説明会等への出展協力(資料２) 
・市営牧場木造牛舎見学会の開催（資料３） 
・商品企画研究会の活動（資料 4） 
・木育関連事業（資料 5） 
・市内私有林整備事業・地域材の利用促進及び普及啓発に向けた森林環境譲与税の使途（資料６） 
 
【課題解決に向けたロードマップ】 
2021年度(令和 3年度)より第４期として３年間のロードマップを作成し取組を進めており、全体の
課題として「森林環境譲与税の効果的な活用」、川上部門として「担い手の確保・育成」「森林資源の
齢級構成の平準化に向けた進捗管理と検討」「スマート林業への対応」「コンテナ苗の導入」、川下部門
として「建築物等への木材利用促進」「工業技術センターを核とした製品開発」、普及啓発として「消
費者理解の醸成」「域外利用の推進 PR」の課題解決に向けて取組を進めていく。 
 
【主な 2022年度(令和 4年度)の事業計画（事務局）】 
・北の森づくり専門学院とのマッチングに向けた情報収集 
・市有林管理の長期的方針、次期森林経営計画の検討 
・スマート林業への対応に向けた研修会の開催 
・「釧路市地域材利用推進方針」の改正（資料７） 
・商品企画研究会の開催 
・2022年度事業イベント等実施スケジュール（資料８） 
・道内外・海外向けプロモーション活動 
・森林環境譲与税を財源とした林業・木材産業の課題解決に向けた取組の推進（資料９） 
 
【2022年度(令和 4年度)事業計画等についての意見】 
・担い手確保については、造林・下刈など現在人手を必要とする分野で特に進めていく必要があり、
コンテナ苗やスマート林業の取組においても、そのような分野の機械化などに期待したい。 

・公共建築物木材利用推進法が改正され民間施設へ対象が広がったが、公共施設の木造・木質化によ
る普及もう少し進める必要がある。 

・担い手の確保のためには、一般市民と森林を繋げる取組や、高校等への出前講座等いろいろなとこ
ろで林業・木材産業の話をすることが重要。 

 


